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は
じ
め
に

　

近
世
琉
球
（
一
六
〇
九
～
一
八
七
九
）
に
お
い
て
は
、
朱
熹
（
一
一
三
〇
～

一
二
〇
〇
）
の
『
家
礼
』
が
琉
球
久
米
村
の
礼
制
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
し
か
し
久
米
村
士
族
の
冠
婚
葬
祭
は
、
す
べ
て
『
家
礼
』
の
内
容
に
従
っ

て
執
り
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
み
ず
か
ら
の
都
合
に
合
わ
せ
て
取
捨

選
択
さ
れ
て
い
た
。　

　

康
熙
五
二
年
（
一
七
一
三
）
、
程
順
則
（
一
六
六
三
～
一
七
三
四
）
を
代
表

と
す
る
久
米
村
上
層
士
族
が
王
府
に
『
家
礼
』
の
儒
教
儀
礼
に
即
し
て
葬
祭
礼

を
行
い
た
い
旨
を
申
し
出
て
許
可
さ
れ
た
。
程
順
則
が
近
世
琉
球
有
数
の
朱
子

学
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
の
後
、
康
熙
五
八
年

（
一
七
一
九
）
に
葬
祭
礼
に
用
い
ら
れ
る
品
物
が
多
く
、
調
達
す
る
こ
と
も
難

し
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
こ
の
命
令
は
多
く
の
久
米
村
士
族
の
反
発
を
招
き
、

王
府
は
吟
味
の
上
、
や
む
を
え
ず
王
命
を
撤
廃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
後
、

久
米
村
士
族
の
葬
祭
礼
は
か
つ
て
の
よ
う
に
琉
球
仏
教
式
に
従
っ
て
執
り
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
１
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
朱
子
学
を
学
ん
だ
久
米
村
の
上
層
士

族
た
ち
は
、
実
際
に
は
近
世
後
期
に
お
い
て
も
『
家
礼
』
式
の
祭
祀
儀
礼
を
採

用
し
、
ま
た
儒
教
の
祝
文
を
読
み
上
げ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
行
っ
て
い
た
。

　

『
家
礼
』
の
琉
球
に
お
け
る
受
容
の
関
連
研
究
と
し
て
は
鄧
陳
霊

（
２
）

、
三
浦
國

雄
（
３
）

、
上
間
誠

（
４
）

な
ど
の
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
。
鄧
は
久
米
村
士
族
で
あ
る
蔡
文
溥

に
よ
る
『
四
本
堂
家
礼
（
蔡
家
家
憲
）
』
（
一
七
三
六
）
と
『
家
礼
』
に
お
け
る

位
牌
制
度
を
め
ぐ
っ
て
、
両
者
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
三
浦
は
『
四
本

堂
家
礼
』
の
構
成
と
そ
の
条
文
を
『
家
礼
』
の
関
連
箇
所
と
比
較
し
、
『
四
本

堂
家
礼
』
に
お
け
る
『
家
礼
』
の
受
容
と
変
容
に
つ
い
て
論
じ
た
。
さ
ら
に
上

間
は
『
家
礼
』
と
『
四
本
堂
家
礼
』
に
見
ら
れ
る
祖
先
祭
祀
と
宗
族
規
模
を

比
較
し
、
『
家
礼
』
が
『
四
本
堂
家
礼
』
に
お
け
る
宗
族
規
定
に
与
え
た
影
響

を
考
察
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
『
四
本
堂
家
礼
』
や
近
世

後
期
に
成
立
し
た
久
米
村
鄭
為
基
家
の
冠
婚
葬
祭
礼
式
集
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』

（
一
八
六
四
～
一
八
八
八
）
に
記
さ
れ
る
銘
書
（
墓
誌
）
と
祝
文
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
。
三
浦
國
雄
は
、
『
家
礼
』
の
『
四
本
堂
家
礼
』
に
対

す
る
祝
文
へ
の
影
響
に
つ
い
て
い
く
ら
か
言
及
し
た
も
の
の
、
『
嘉
徳
堂
規
模

帳
』
に
お
け
る
祝
文
の
考
察
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

次
に
、
琉
球
の
墓
制
は
儒
式
の
個
人
墓
と
は
大
き
く
異
な
り
、
主
流
は
門
中
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近
世
久
米
村
士
族
の
喪
葬
礼
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え
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『
朱
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墓
（
家
族
墓
）
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
形
態
は
亀
甲
墓
と
呼
ば
れ
る
風
水
墓

で
あ
る
。
平
敷
令
治
に
よ
れ
ば
、
琉
球
で
は
福
建
の
墓
に
倣
っ
た
亀
甲
墓
が

一
七
世
紀
末
に
出
現
し
た
と
さ
れ
て
い
る

（
５
）

。
そ
の
後
、
多
く
の
久
米
村
士
族
の

家
庭
で
も
こ
の
よ
う
な
風
水
墓
が
受
容
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
墓
の
前
に
立
て

ら
れ
る
墓
碑
に
は
、
個
人
的
な
情
報
で
は
な
く
、
墓
の
由
来
や
風
水
的
な
記
述

が
刻
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。　

た
と
え
ば
、
久
米
村
の
蔡
氏
門
中
墓
の
前
に
立
て
ら
れ
た
蔡
氏
大
宗
墳
碑
に
は
、

此
墓
萬
暦
年
間　

先
王
尚
尊
諱
豊　

欽
賜
九
世
祖
紫
金
大
夫
蔡
堅
也
。

墳
坐
北
向
南
前
有
十
間
之
余
地
即
為
明
堂
後
有
十
間
之
小
林
是
為
護
衛
山

左
無
嫌
右
無
妨
骨
体
兼
全
地
理
合
方
而
其
地
俗
名
湯
屋
前
〔
湯
屋
之
名
者

此
墳
前
結
屋
各
相
集
沐
浴
故
名
之
〕
…
…

嘉
慶
二
十
五
年
庚
辰
孟
夏
十
六
世
孫
修
議
之
于
本
族
伯
叔
兄
弟
拝
立
並

書
（
６
）

。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
墓
制
や
墓
誌
は
『
家
礼
』
と
同
じ
で
は
な
い
が
、
久

米
村
士
族
の
喪
葬
礼
に
は
依
然
と
し
て
儒
教
儀
礼
の
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
特
に
久
米
村
士
族
の
厨
子
甕
に
刻
ま
れ
る
銘
書
に
は
『
家
礼
』
の

墓
誌
の
影
響
が
顕
著
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
琉
球
の
厨
子
甕
と
銘
書
に
関
す
る
研
究
に
は
、
平
敷
令
治

（
７
）

、
鈴
木
悠

（
８
）

ら

の
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
も
主
に
民
俗
学
の
分

野
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
お
り
、
久
米
村
の
『
四
本
堂
家
礼
』
と
『
嘉
徳

堂
規
模
帳
』
に
お
け
る
銘
書
と
『
家
礼
』
式
の
墓
誌
と
の
関
連
性
に
は
触
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
朱
熹
の
『
家
礼
』
と
邱
濬
（
一
四
二
一
～
一
四
九
五
）
の
『
文

公
家
礼
儀
節
』
に
お
け
る
「
誌
石
」
と
「
祝
文
」
（
祭
文
）
と
い
う
二
つ
の
要

素
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
久
米
村
士
族
の

礼
式
集
で
あ
る
蔡
文
溥
の
『
四
本
堂
家
礼
』
と
鄭
為
基
の
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』

に
お
け
る
「
銘
書
」
・
「
祭
文
」
と
比
較
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
儒
教
儀
礼

に
お
け
る
「
誌
石
」
と
「
祝
文
」
が
近
世
期
久
米
村
の
儒
学
者
た
ち
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、
ま
た
久
米
村
の
中
で
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
か
に

つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　

一
、
『
家
礼
』
に
お
け
る
誌
石
と
墓
碑
に
つ
い
て

　

誌
石
と
は
、
死
者
の
姓
名
、
経
歴
、
没
年
、
事
績
な
ど
を
記
し
て
墓
に
埋
め

ら
れ
る
石
の
こ
と
で
あ
り
、
刻
ま
れ
る
文
章
は
一
般
に
墓
誌
銘
と
呼
ば
れ
る
。

『
家
礼
』
に
よ
れ
ば
、
誌
石
を
作
る
た
め
に
二
つ
の
石
を
用
意
す
る
。
一
つ
は

蓋
と
し
て
使
用
さ
れ
、
死
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
る
。
も
う
一
つ
は
底
と
し
て
使

用
さ
れ
、
家
系
図
や
個
人
の
情
報
が
刻
ま
れ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
『
家
礼
』

巻
四
・
喪
礼
・
刻
誌
石
に
は
、

用
石
二
片
。
其
一
為
蓋
、
刻
云
有
「
宋
某
官
某
公
之
墓
」
、
無
官
則
書
其

字
曰
某
君
某
甫
。
其
一
為
底
、
刻
云
「
有
宋
某
官
某
公
諱
某
字
某
、
某
州

某
県
人
、
考
諱
某
、
某
官
、
母
氏
某
封
某
、
某
年
月
日
生
、
叙
歴
官
遷
次
、

某
年
月
日
終
、
某
年
月
日
葬
于
某
郷
某
里
某
処
。
娶
某
氏
、
某
人
之
女
。
子
、

男
某
、
某
官
、
女
某
適
某
官
某
人
」
。
婦
人
、
夫
在
、
則
蓋
云
「
有
宋
某

官
姓
名
某
封
某
氏
之
墓
」
、
無
封
、
則
云
「
妻
」
。
夫
無
官
則
書
夫
之
姓
名
。

夫
亡
、
則
云
「
某
官
某
公
某
封
某
氏
」
、
夫
無
官
則
云
「
某
君
某
甫
妻
某
氏
」
。

其
底
叙
年
若
干
適
某
氏
、
因
夫
、
子
致
封
号
、
無
則
否
。
葬
之
日
、
以
二
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こ
の
ほ
か
、
墓
の
前
に
は
、
死
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
墓
碑
が
立
て
ら
れ
る
。

碑
文
の
書
き
方
は
『
家
礼
』
巻
四
・
喪
礼
・
成
墳
に
よ
れ
ば
、

用
司
馬
温
公
説
、
別
立
小
碑
、
但
石
須
濶
尺
以
上
、
其
厚
居
三
之
二
、
圭

首
而
刻
其
面
、
如
誌
之
蓋
、
乃
略
述
其
世
系
名
字
行
実
而
刻
于
其
左
、
転

及
後
右
而
周
焉
。
婦
人
則
俟
夫
葬
乃
立
、
面
如
夫
之
誌
蓋
之
刻
云
。 

と
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
誌
石
の
蓋
と
同
じ
文
字
（
某
朝
某
官

某
公
之
墓
な
ど
）
を
墓
碑
の
正
面
に
刻
み
、
さ
ら
に
世
系
、
名
字
、
行
実
を
碑

の
左
面
か
ら
右
面
に
回
り
込
む
よ
う
に
刻
む
。
な
お
、
女
性
の
場
合
は
夫
が
亡

く
な
っ
た
後
に
碑
を
立
て
る
。
そ
の
碑
面
は
夫
の
誌
石
の
蓋
の
場
合
と
同
様
に

す
る
と
い
う
。

（
一
）
久
米
村
『
四
本
堂
家
礼
』
と
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
見
え
る
洗
骨
と

　
　

銘
書
に
つ
い
て

　

先
に
触
れ
た
通
り
、
久
米
村
士
族
の
墓
は
儒
教
の
『
家
礼
』
式
の
墓
と
は
異

な
り
、
風
水
の
考
え
方
に
基
づ
く
門
中
墓
と
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

久
米
村
士
族
の
葬
制
は
二
次
葬
の
方
式
が
取
ら
れ
、
土
葬
や
風
葬
後
に
骨
を
取

り
出
し
、
洗
骨
し
て
厨
子
甕
（
一
種
の
骨
壺
）
に
入
れ
た
う
え
で
墓
に
納
め
ら

れ
る
。
久
米
村
士
族
は
康
熙
五
八
年
（
一
七
一
九
）
に
儒
教
の
葬
礼
を
改
め
、

琉
球
の
国
俗
（
琉
球
仏
教
式
）
に
則
っ
て
葬
礼
を
執
り
行
う
よ
う
に
な
っ
た

が
（
（1
（

、
そ
れ
で
も
な
お
『
家
礼
』
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
特
に
銘
書
に
記
さ
れ
る

内
容
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
以
下
、
乾
隆
元
年
（
一
七
三
六
）
に
『
文
公
家
礼

儀
節
』
を
参
考
に
し
て
成
立
し
た
『
四
本
堂
家
礼
』
に
お
け
る
洗
骨
の
手
順
を

見
て
み
よ
う
。

石
字
面
相
向
、
而
以
鉄
束
束
之
、
埋
之
壙
前
近
地
面
三
四
尺
間

（
９
）

。

と
あ
る
。
『
文
公
家
礼
儀
節
』
巻
五
・
喪
葬
・
刻
誌
石

（
（1
（

も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

以
上
の
記
述
を
整
理
す
る
と
、
表
一
の
よ
う
に
な
る
。

　

表
一

男
性
の
場
合
の
刻
字

蓋

有
官
：
某
朝
某
官
某
公
之
墓 

無
官
：
某
君
某
甫
之
慕

底

有
宋
某
官
某
公
諱
某
字
某
、
某
州
某
県
人
、
考
諱
某
、
某
官
、
母
氏 

某
封
某
、
某
年
月
日
生
、
叙
歴
官
遷
次
、
某
年
月
日
終
、
某
年
月
日 

葬
干
某
郷
某
里
某
処
。
娶
某
氏
、
某
人
之
女
。
子
、
男
某
、
某
宫
、 

女

某
適
某
官
某
人
。

女
性
の
場
合
の
刻
字

蓋

夫
存
有
官:

有
宋
某
官
姓
名
某
封
某
氏
之
菓 

無
封
：
某
人
之
妻
之
菓 

夫
し:

某
官
某
公
某
封
某
氏
之
墓 

無
官
：
某
君
某
甫
妻
某
氏
之
墓

底

以
上
の
称
号
と
経
歴
に
合
わ
せ
て
「
年
若
丁•
適
某
氏
。
囚
夫
、
子
致 

封
号
」
な
ど
と
書
き
足
す
。
封
号
が
な
け
れ
ば
、
書
か
な
い
。

　

そ
し
て
『
家
礼
』
に
お
け
る
誌
石
の
機
能
に
つ
い
て
『
家
礼
』
巻
四
・
喪
礼
・

刻
誌
石
に
は
、

蓋
慮
異
時
、
陵
谷
変
遷
或
誤
為
人
所
動
、
而
此
石
先
見
、
則
人
有
知
其
姓

名
者
、
庶
能
為
掩
之
也

（
（1
（

。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
誌
石
は
墓
地
の
あ
る
陵
谷
が
変
動
し
た
り
墓
が
誤
っ
て
他

人
に
動
か
さ
れ
た
時
に
、
土
に
埋
も
れ
た
誌
石
を
見
て
誰
の
墓
で
あ
る
か
を
知

り
、
再
び
適
切
に
埋
葬
し
直
し
て
も
ら
う
た
め
だ
と
い
う
。
『
家
礼
』
式
の
誌

石
は
元
々
埋
葬
者
の
墓
の
所
在
を
示
す
機
能
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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一
、
父
母
死
去
五
年
ニ
成
り
候
ハ
ゞ
、
四
五
ケ
月
前
ニ
父
母
之
歳
并
家
主

之
歳
書
付
、
暦
通
事
相
頼
、
洗
骨
之
月
日
時
并
墓
之
口
明
候
年
な
ふ
り
共

見
合
さ
せ
、
三
日
前
ニ
墓
所
江
参
御
案
内
申
上
掃
地
さ
せ
置
、
正
日
ニ
者

早
々
下
知
人
差
遣
仮
屋
等
作
せ
致
座
拵
、
時
分
ニ
罷
成
候
ハ
ゞ
子
孫
男
女

共
白
衣
裳
ニ
て
参
御
焼
香
仕
、
年
直
り
墓
之
口
明
、
子
孫
皆
々
墓
之
内
江

入
即
致
哭
泣
、
御
骨
仮
屋
江
直
し
潔
水
ニ
而
致
洗
骨
、
一
々
紙
ニ
而
拭
、

頭
髪
共
厨
子
江
相
納
、
厨
子
ハ
墓
之
口
江
向
頭
骨
ハ
後
壁
ニ
向
候
而
可
致

安
置
候
、
棺
板
并
衣
裳
等
者
焼
候
而
灰
ハ
墓
之
外
傍
ニ
可
差
埋
候
、
左
候

而
墓
之
於
右
方
土
地
公
江
向
供
物
荘
厳
御
祭
仕
、
其
後
墓
之
前
ニ
卓
を
直

御
祭
之
品
物
相
飾
御
祭
仕
候
、
段
々
相
済
次
第
右
供
物
ニ
而
一
門
親
類
江

可
致
馳
走
候

（
（1
（

。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
親
が
亡
く
な
っ
て
五
年
経
つ
と
、
四
、
五
か
月
前
に
親
の

年
齢
と
家
主
の
年
齢
を
書
き
つ
け
、
暦
通
事
に
頼
ん
で
、
洗
骨
の
月
日
時
と
墓

の
開
口
の
年
な
ど
を
合
わ
せ
て
見
て
も
ら
う
。
そ
れ
が
決
ま
っ
た
ら
三
日
前
に

墓
所
に
行
っ
て
洗
骨
の
こ
と
を
告
げ
、
墓
地
を
掃
除
し
て
お
く
。
当
日
に
は
早
々

に
下
知
人
（
下
僕
）
を
差
遣
し
て
仮
屋
な
ど
を
建
て
さ
せ
、
座
席
を
準
備
し
て

お
く
。
洗
骨
の
時
間
に
な
っ
た
ら
子
孫
の
男
女
が
白
装
束
で
参
拝
、
焼
香
し
、

墓
の
口
を
開
け
る
と
、
子
孫
は
み
な
墓
の
中
に
入
り
、
哭
泣
す
る
。
そ
し
て
死

者
の
骨
を
仮
屋
に
置
き
直
し
、
清
水
で
骨
を
洗
い
、
一
つ
一
つ
紙
で
拭
き
、
頭

髪
と
共
に
厨
子
甕
に
納
め
る
。
こ
の
時
、
頭
蓋
骨
は
墓
内
後
壁
に
向
け
て
厨
子

甕
に
納
め
、
厨
子
甕
の
正
面
は
墓
の
口
に
向
け
て
安
置
す
る
。
棺
板
と
衣
服
な

ど
は
焼
き
、
そ
の
灰
は
墓
の
外
側
に
埋
め
る
。
そ
し
て
墓
の
右
側
で
土
地
公
（
土

地
神
）
に
供
物
を
荘
厳
に
供
え
て
、
祭
り
を
す
る
。
そ
の
後
、
墓
の
前
に
卓
を

そ
な
え
、
供
物
の
品
物
を
置
い
て
祭
る
。
こ
れ
ら
が
済
み
次
第
、
先
の
供
物
を

用
い
て
一
門
の
親
類
に
振
る
舞
う
と
い
う
。

　

ま
た
『
四
本
堂
家
礼
』
の
場
合
、
墓
中
の
厨
子
甕
に
関
し
て
は
「
一
、
墓
ニ

厨
子
居
候
儀
、
昭
穆
之
次
第
を
以
可
致
安
置
候
、
尤
厨
子
ニ
書
記
候
趣
ハ
、
洗

骨
之
段
相
記
候
間
可
見
合
候

（
（1
（

」
と
あ
り
、
厨
子
に
書
き
記
す
べ
き
内
容
は
洗
骨

の
段
を
参
照
す
べ
し
と
い
い
、
ま
た
、
「
右
調
様
厨
子
之
図
并
銘
書
寸
法
左
ニ

記
之

（
（1
（

」
と
の
条
文
が
続
く
が
、
銘
書
の
書
き
方
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
が
欠

け
て
い
る
。
し
か
し
『
四
本
堂
家
礼
』
を
参
照
に
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
琉
球
の

『
服
制
』
（
一
七
三
七
）
で
は
、

一
、
墓
ニ
厨
子
居
候
儀
昭
穆
之
次
第
ヲ
以
可
致
安
置
候
尤
厨
子
書
記
趣
左

ニ
記

　
　
　

前
面
誌

　
　

十
某
世　

某
官
某
諱
某
親
雲
上
神
主

　
　

十
某
世　

諱
室
某
氏
恭
人
神
主

　
　
　

蓋
並
傍
誌

　
　

年
号
某
十
年
某
某
某
月
某
日
卒
年
号
某
年
某
某
月
某
日
洗
骨

　
　
　

合
葬
之
誌

　
　

十
某
世
諱
次
男
三
男
諱
童
名
長
女
次
女
某
合
葬

（
（1
（

。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
厨
子
甕
の
「
前
面
」
と
「
蓋
」
お
よ
び
「
傍
」（
側

面
）
に
こ
の
よ
う
に
書
き
記
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
誌
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
。
『
家
礼
』
で
い
う
墓
誌
と
は
同
じ
で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
鄭
為
基
に
よ
る
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
で
は
、
洗
骨
に
関
す
る
記
述
に

『
四
本
堂
家
礼
』
と
や
や
異
な
る
点
が
見
受
け
ら
れ
る
。
特
に
、
洗
骨
時
期
の
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れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
➁
洗
骨
の
前
日
に
は
御
霊
前
に
「
二
汁
一
菜
或
は
一

汁
一
菜
」
の
御
膳
を
一
つ
準
備
し
、
焼
香
を
行
っ
て
翌
日
の
洗
骨
の
予
定
時
刻

を
告
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
洗
骨
に
関
す
る
注
意
事
項
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
般
的
に
は
「
よ
た
」

（
ユ
タ
）
や
「
坊
主
」
な
ど
を
招
い
て
仏
教
式
の
供
養
を
す
る
こ
と
は
避
け
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
父
母
が
洗
骨
さ
れ
る
と
、
子
供
に
は
三
ヶ
月
の
忌
が
あ
る

こ
と
は
『
家
礼
』
に
見
ら
れ
る
た
め
、
一
日
を
も
っ
て
一
ヶ
月
に
代
え
て
三
日

間
の
心
喪
を
遵
守
す
べ
き
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
は
「
父
母
洗
骨
仕
候
は
ゞ
、
子

共
は
三
ヶ
月
之
忌
可
仕
由
家
礼
に
有
之
」と
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、『
家
礼
』

や
『
文
公
家
礼
儀
節
』
に
は
洗
骨
の
記
述
は
な
い
。
た
だ
し
、『
文
公
家
礼
儀
節
』

巻
六
・
喪
虞
・
改
葬
考
証
に
は
「
喪
服
記
、
改
葬
緦
〔
疏
曰
、
墳
墓
以
他
故
崩

壊
。
改
遷
之
如
葬
時
也
。
服
緦
者
子
為
父
妻
為
夫
也
。
親
見
尸
柩
、
不
可
無
服
、

緦
三
月
而
除
之

（
（1
（

〕
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
改
葬
す
る
際
に
は
子
供
は

親
の
た
め
に
三
ヶ
月
間
喪
に
服
す
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
り
、
久
米
村
士
族

に
と
っ
て
洗
骨
は
改
葬
に
相
当
す
る
も
の
と
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
場
合
三
ヶ

月
間
の
喪
に
服
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
時
間
が
長
い
た
め
、
三
日
間
で
十
分
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

厨
子
甕
の
銘
書
に
関
し
て
は
洗
骨
の
日
だ
け
を
記
す
の
で
は
な
く
、
後
年
、

子
孫
が
誰
の
骨
で
あ
る
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
卒
去
の
日
ま
で
記
す
べ

き
だ
と
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
は
銘
書
の
書
き
方
に
つ
い

て
も
詳
し
い
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
は
上
記
の
『
服
制
』
と
は
少
し
異
な
っ
て
い

る
。
整
理
す
る
と
表
二
の
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
『
服
制
』
に
お
け
る
厨
子
の
銘
書
の
書
き
方
は
『
嘉
徳
堂
規

模
帳
』
と
比
較
し
て
、
い
く
つ
か
異
な
る
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
『
服
制
』
で
は

世
系
（
十
某
世
）
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
や
、
女
性
の
場
合
に
は
「
恭
人
」
と
い

延
長
や
洗
骨
に
関
す
る
注
意
事
項
が
追
加
さ
れ
て
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。

　

洗
骨
之
事

一
、
父
母
死
去
八
九
年
ニ
成
候
ハ
ゞ
、
四
五
ケ
月
前
、
父
母
之
御
歳
并
墓

所
之
向
方
、
家
主
之
歳
書
付
、
通
書
役
相
頼
、
御
洗
骨
之
月
日
時
并
墓

所
之
口
明
候
年
直
共
見
合
さ
せ
、
日
柄
相
究
候
は
ゞ
、
三
日
前
家
主
墓

所
江
参
り
、
御
焼
香
御
案
内
申
上
ゲ
御
拝
仕
、
払
地
さ
せ
置
、
前
日

ニ
は
御
霊
前
江
弐
汁
壱
菜
、
或
は
壱
汁
一
菜
之
間
、
御
膳
壱
ツ
備
上

ゲ
、
御
焼
香
、
明
日
某
時
御
洗
骨
仕
由
御
案
内
申
上
ゲ
、
御
拝
可
仕
候
。

…
…
左
候
而
御
厨
子
は
墓
所
口
江
向
シ
候
而
、
昭
穆
ニ
可
致
安
置
候
。

一
、
世
間
よ
た
坊
主
抔
相
頼
、
供
養
仕
候
儀
、
不
宜
候
間
、
今
停
止
候
也
。

一
、
父
母
洗
骨
仕
候
は
ゞ
、
子
共
は
三
ヶ
月
之
忌
可
仕
由
家
礼
に
有
之
候

間
、
日
を
以
月
に
替
、
三
日
心
喪
可
致
候
也
。

一
、
厨
子
に
書
記
候
趣
は
、
洗
骨
之
日
計
相
記
候
得
ば
、
至
後
年
ニ
は
子

孫
某
之
御
骨
と
相
知
不
申
候
而
は
不
叶
事
候
間
、
卒
去
之
日
迄
相
記
候
。

書
様
は
左
に
記
之
。

　
　

前
面
誌

　

某
官
鄭
公
諱
某
某
親
雲
上
神
主　

諱
某
室
某
氏
某
名
神
主

　
　

蓋
並
傍
誌

　

某
号
某
年
干
支
某
月
某
日
卒
某
号
某
年
干
支
某
月
某
日
洗
骨 

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
お
け
る
洗
骨
の
手
順
は
基
本
的
に

『
四
本
堂
家
礼
』と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
二
つ
の
相
違
点
が
存
在
す
る
。
ま
ず
、

①
洗
骨
の
時
間
が
「
父
母
死
去
五
年
」
か
ら
「
父
母
死
去
八
九
年
」
と
延
長
さ

近世久米村士族の喪葬礼に見える『朱子家礼』の変容―「誌石」・「祝文」を中心に
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う
封
号
が
記
さ
れ
る
点
が
異
な
る
。
こ
の
ほ
か
、
表
二
を
表
一
の
『
家
礼
』
の

場
合
と
比
較
す
る
と
、
類
似
点
も
見
受
け
ら
れ
る
。
『
家
礼
』
の
場
合
で
は
誌

石
の
蓋
に
「
某
朝
某
官
某
公
之
墓
」
と
刻
ま
れ
、
『
服
制
』
で
は
一
部
書
き
方

は
違
う
も
の
の
、
「
十
某
世　

某
官
某
諱
某
親
雲
上
神
主
」
、
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』

で
は
「
某
官
鄭
公
諱
某
某
親
雲
上
神
主
」
と
記
さ
れ
る
。
平
敷
令
治
に
よ
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
記
載
は
久
米
村
系
士
族
の
記
載
形
式
と
さ
れ
て
お
り
、
『
家
礼
』

の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

（
（2
（

。

　

さ
ら
に
久
米
村
士
族
の
墓
制
は
家
族
墓
で
あ
る
た
め
、
個
人
的
な
誌
石
は
存

在
せ
ず
、
厨
子
甕
に
お
け
る
墓
誌
の
書
き
方
は
『
家
礼
』
の
「
之
墓
」
か
ら
「
神

主
」
と
い
う
表
記
に
変
容
し
て
い
る
。
ま
た
「
蓋
」
と
「
傍
誌
」
に
は
死
者
の

卒
年
と
洗
骨
年
の
み
が
記
さ
れ
て
お
り
、
『
家
礼
』
式
の
よ
う
な
家
系
の
情
報

は
記
さ
れ
な
い
と
い
う
違
い
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
出
土
し
た
久
米
村
士
族
の
厨
子
を
見
る
と
、
次
に
見
る
よ
う
に
様
々

な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
。

（
二
）
実
際
に
出
土
し
た
久
米
村
士
族
の
厨
子
に
見
ら
れ
る
銘
書

　

琉
球
史
上
、
儒
学
者
と
し
て
著
名
な
程
順
則
の
母
親
と
丈
母
の
厨
子
お
よ
び

石
棺
に
は
、
生
卒
年
や
家
系
の
情
報
が
以
下
の
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
明

ら
か
に
『
家
礼
』
式
墓
誌
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

〔
程
順
則
母
親
の
厨
子
銘
書
〕
程
泰
祚
妻
厨
子
甕
銘

都
通
事
古
波
蔵
親
雲
上
程
諱
泰
祚
室

生
于
崇
禎
十
年
丁
丑
四
月
初
八
日
丑
時

鍾
氏
真
饒
古
樽
孺
人

卒
于
康
煕
卅
四
年
乙
亥
二
月
初
二
日
子
時

父
栗
国
親
雲
上
宗
盛
浄
寒
鍾
公

母
田
氏
思
戸
金
幸
地
東
風
平
親
雲
上
方
武
女

（
（2
（

。

〔
程
順
則
丈
母
の
石
棺
銘
書
〕
班
孺
人
石
棺
銘

　

（
正
面
）

父
班
似
鼎
仲
村
柄
親
雲
上
守
栄
原
姓
牛
氏
為
班
姓
班
文
顕
渡
嘉
敷
嗣
子

母
蔡
氏
島
袋
親
雲
上
政
長
女
真
那
武
多
路

順
治
六
年
己
丑
正
月
廿
三
日
生

源
玅
班
氏
孺
人
目
取
真
阿
屋
前

康
煕
卅
七
年
戊
寅
二
月
廿
一
日
卒

長
女
陶
氏
真
牛
金
嫁
古
波
蔵
親
雲
上
程
順
則
生
四
子
長
搏
九
次
搏
万
三
搏

雲
四
搏
霄

次
女
習
氏
真
那
武
多
路
嫁
顧
姓
久
志
里
之
子
助
房

　

（
左
側
面
）
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表
二

『
服
制
』

　
　

前
面
誌

十
某
世　

某
官
某
諱
某
親
雲
上
神
主

十
某
世　

諱
室
某
氏
恭
人
神
主

　
　

蓋
並
傍
誌

年
号
某
十
年
某
某
某
月
某
日
卒
年
号
某
年
某
某
月
某
日
洗
骨

　
　

合
葬
之
誌

十
某
世
諱
次
男
三
男
諱
童
名
長
女
次
女
某
合
葬

『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』　
　

前
面
誌

某
官
鄭
公
諱
某
某
親
雲
上
神
主　

諱
某
室
某
氏
某
名
神
主

　
　

蓋
並
傍
誌

某
号
某
年
干
支
某
月
某
日
卒
某
号
某
年
干
支
某
月
某
日
洗
骨
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程
家
世
親
墓
在
辻
原
坐
甲
向
庚
左
葬

先
妣
景
淑
鍾
氏
孺
人
及　

先
嬪
恵
淑
陶
氏
孺
人
右
為

先
岳
母
源
玅
班
氏
孺
人
墓
班
氏
以
余
次
男
搏
万
為
養
子
此
墓
岳
母
在
時
与

愚
婿
順
則
相
議
築
於
此　
　

　

山
而
名
世
親
者
為
後
世
子
孫
使
知
永
世
相
親
之
義
也

　

康
熙
歳
次
戊
寅
仲
秋
之
吉
程
順
則
寵
文
氏
謹
誌

（
（2
（

。

　

こ
の
墓
碑
は
、
も
と
も
と
那
覇
の
辻
原
に
位
置
す
る
世
親
墓
の
前
に
立
て
ら

れ
た
も
の
ら
し
い
。
碑
文
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
世
親
と
は
後
世
の
子
孫
同
士
が

永
く
相
い
親
し
む
と
い
う
意
味
を
こ
め
た
命
名
で
あ
る
。
世
親
墓
は
程
順
則
が

岳
母
で
あ
る
班
氏
と
協
議
し
た
結
果
、
康
熙
三
三
年
（
一
六
九
四
）
に
風
水
に

基
づ
い
て
双
墳
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
康
煕
戊
寅
」
す
な
わ
ち
康
煕

三
七
年
（
一
六
九
八
）
の
時
点
で
、
こ
の
墓
所
の
左
側
に
は
程
順
則
の
母
で
あ

る
鍾
氏
と
妻
で
あ
る
陶
氏
、
右
側
に
は
亡
く
な
っ
た
ば
か
り
の
岳
母
で
あ
る
班

氏
が
葬
ら
れ
て
い
る
（
班
氏
の
死
去
は
石
棺
銘
に
よ
れ
ば
「
康
煕
卅
七
年
」
）
。

こ
の
碑
文
に
関
し
て
も
、
そ
の
一
部
（
た
と
え
ば
、
班
氏
が
程
順
則
次
男
の
搏

万
を
養
子
に
し
た
こ
と
や
合
葬
墓
の
造
営
に
関
す
る
相
談
な
ど
の
記
事
）
が
後

に
班
氏
の
石
棺
に
も
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。　

　

さ
ら
に
、
上
記
の
銘
書
を
先
に
見
た
『
四
本
堂
家
礼
』
や
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』

な
ど
久
米
村
の
「
家
礼
・
規
模
帳
」
に
お
け
る
記
述
と
比
較
す
る
と
、
注
意
す

べ
き
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
洗
骨
の
手
続
き
に
関
す
る
記
述
が
銘
書
に
は
見
当
た

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
厨
子
」
と
「
石
棺
」
と
い
う
用
語
か
ら

推
測
す
る
と
、
程
順
則
の
母
で
あ
る
鍾
氏
と
丈
母
で
あ
る
班
氏
の
葬
儀
は
お
そ

ら
く
洗
骨
の
段
階
を
経
て
、
遺
骨
が
厨
子
甕
と
石
棺
に
安
置
さ
れ
た
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
洗
骨
の
時
期
や
方
法
に
つ
い
て
の
明
確
な
記
述
は
な

源
玅
名
真
牛
金
初
嫁
陶
思
譲
照
屋
子
全
浄
生
一
女

陶
君
不
従
岳
父
之
訓
夫
婦
離
別
後
嫁
習
徳
振
平
郎
親
雲
上
幸
充
又
生
一
女

習
君
早
世
時
源
玅
年
二
十
余
歳
後
嫁
正
議
大
夫
目
取
真
周
国
俊
未
有
子

周
君
卒
時
源
玅
年
三
十
寡
居
後
以
孫
程
搏
万
為
養
子

　

（
右
側
面
）

康
煕
卅
三
甲
戌
年

班
孺
人
与
程
順
則
相
議
一
坐
双
墳
名
曰
世
親
墓
坐
甲
向
庚

左
程
順
則　

右
班
孺
人

　
　
　

仝
築

（
（2
（

。

近世久米村士族の喪葬礼に見える『朱子家礼』の変容―「誌石」・「祝文」を中心に

　　鍾浄寒┬田氏思戸金　 班似鼎┬蔡氏真那武多路
　　　　　│　　　　　　　　　 │
程泰祚┬鍾氏真饒古樽　 班氏目取真阿屋前┬陶思譲
　　　│　　　　　　　　　　　　　　　 │
　┌─┴───┐　　　　　　　　　　　 │
順性（次男）　順則（長男、世親墓の墓主）┬陶氏真牛金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
　　┌─────┬─────┬───┴──┐
　搏霄　　　　搏雲　　　　搏万　　　　　搏九

　（四男）　　　（三男）　（次男、班氏養子）　（長男）

図一　程順則の家系図
　

程
順
則
の
『
程
氏
家
譜
』
に
は
「
鍾
氏
真

饒
古
樽
久
米
村
栗
国
親
雲
上
宗
盛
三
女
也
。

崇
禎
十
年
丁
丑
四
月
初
八
日
丑
時
生
、
康
煕

卅
四
年
乙
亥
二
月
初
三
日
子
時
不
禄
。
号
景

淑
、
享
年
五
十
九
辻
葬
於
原
世
親
墓

（
（2
（

」
と
記

録
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
を
基
に
し
て
程
順
則

母
親
の
厨
子
銘
書
と
比
較
す
る
と
、
死
去
の

日
付
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
程
順
則
の
家
系
図
を

整
理
す
る
と
、
図
一
の
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
ほ
か
『
程
家
世
親
墓
碑
文
』
で
は
世

親
墓
、
す
な
わ
ち
程
順
則
た
ち
の
墓
の
由
緒

を
以
下
の
よ
う
に
詳
し
く
叙
述
し
て
い
る
。
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い
だ
け
で
な
く
、
名
前
の
下
に
「
神
主
」
と
い
う
文
字
も
刻
ま
れ
て
い
な
い
こ

と
も
注
意
さ
れ
る
。

　

実
は
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
年
）
に
慶
賀
謝
恩
の
た
め
に
江
戸
立
ち
し
た

程
順
則
や
玉
城
朝
薫
ら
琉
球
使
節
と
の
面
談
内
容
が
、
新
井
白
石
の
『
南
島
志
』

に
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
琉
球
士
族
の
喪
葬
風
俗
に
つ
い
て
も

記
述
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
即
今
国
人
言
曰
、
殯
後
三
年
、
蔵
尸
石
龕
、
仍
植

位
牌
、
蓋
墓
碑
也
」 

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
遺
体
を
埋
葬
せ
ず
に
棺
に
仮
に

安
置
し
、
そ
の
後
三
年
経
っ
て
か
ら
死
体
を
「
石
龕
」
に
納
め
、
そ
の
上
に
「
位

牌
」
を
植た

て
る
。
こ
こ
で
の
位
牌
は
お
そ
ら
く
「
墓
碑
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う

と
新
井
白
石
は
い
う
。
程
順
則
た
ち
に
と
っ
て
墓
碑
は
位
牌
と
同
様
の
役
割
を

持
つ
も
の
だ
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
鍾
氏
の
銘
書
と
班
氏
の
銘
書
の
記
載
形
式
に
注
目
す
る
と
、
鍾
氏

銘
書
の
正
面
に
は
死
者
の
名
前
が
書
か
れ
、
名
前
を
中
心
に
死
者
の
生
卒
年
や

家
系
が
右
か
ら
左
へ
の
順
序
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
班
氏
の
石
棺
に
は

鍾
氏
と
同
様
に
正
面
に
名
前
や
個
人
情
報
が
刻
ま
れ
、
さ
ら
に
文
章
の
書
き
足

し
が
石
棺
の
左
側
と
右
側
に
見
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
家
礼
』
の
場
合
、

「
誌
石
」
の
蓋
に
は
名
前
が
、
底
に
は
家
系
図
や
個
人
情
報
が
刻
ま
れ
る
。
「
墓

碑
」
に
関
し
て
は
、
名
前
を
墓
碑
の
正
面
に
刻
み
、
世
系
や
名
前
、
行
実
を
碑

の
左
側
か
ら
右
側
に
回
り
込
む
よ
う
に
刻
む
と
さ
れ
る
。
鍾
氏
と
班
氏
の
銘
書

は
明
ら
か
に
「
誌
石
」
（
墓
誌
銘
）
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
銘
書
の

形
態
か
ら
し
て
『
家
礼
』
式
の
「
墓
碑
」
の
影
響
も
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
、『
家

礼
』
に
い
う
「
誌
石
」
と
「
墓
碑
」
の
二
つ
の
機
能
を
併
せ
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

二
、
『
四
本
堂
家
礼
』
と
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　

『
家
礼
』
式
祝
文
の
変
容
に
つ
い
て

　

祝
文
（
祭
文
）
と
は
、
祭
祀
や
儀
式
の
際
に
祖
先
や
神
に
対
し
て
読
み
上
げ

ら
れ
る
文
章
で
あ
る
。
儒
教
の
儀
礼
に
お
い
て
は
、
通
常
は
埋
葬
後
に
初
め
て

祝
文
（
祭
文
）
が
用
意
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
埋
葬
前
に
弔

問
祭
奠
に
訪
れ
た
者
が
祭
文
を
持
参
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
祭
文
を
祝
が
霊
座

前
で
読
み
上
げ
て
焚
く
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
点
は
『
文
公
家
礼
儀
節
』
巻
五
・

喪
葬
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
墓
を
建
て
る
際
に
も
祝
文
を
用
い
て

後
土
（
土
地
神
）
に
祭
る
事
例
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
久
米
村
で
は
、
『
家
礼
』

式
の
祝
文
（
祭
文
）
を
受
容
し
つ
つ
も
、
家
族
に
よ
っ
て
そ
の
受
容
の
程
度
が

異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
家
礼
』
に
記
載
の
な
い
独
自
の
祭
文
（
祝
文
）

も
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
久
米
村
蔡
家
の
『
四
本
堂
家
礼
』
と
鄭
家

の
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
お
け
る
関
連
す
る
内
容
を
取
り
上
げ
、こ
れ
ら
の
「
家

礼
・
規
模
帳
」
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
祝
文
の
変
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

（
一
）
『
四
本
堂
家
礼
』
と
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
見
ら
れ
る
四
時
祭
と

　
　

忌
日
の
祝
文

　

近
世
期
の
久
米
村
士
族
の
祭
祀
儀
礼
は
、
主
に
仏
教
由
来
の
十
三
仏
事
に

沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
初
七
日
か
ら
三
十
三
回
忌
ま
で
の
「
法

事
」
が
執
り
行
わ
れ
、
こ
れ
は
琉
球
の
喪
葬
礼
に
基
づ
く
国
俗
の
一
環
と
し
て

久
米
村
の
儒
学
者
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
祭
文
（
祝
文
）

を
作
成
す
る
際
は
お
お
む
ね
『
家
礼
』
の
規
定
に
従
っ
て
祭
文
（
祝
文
）
を
準

備
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
死
者
の
周
年
忌
、
三
年
忌
、
七
年
忌
、
十
三
年
忌
、

二
十
五
年
忌
、
三
十
三
年
忌
、
そ
し
て
忌
日
に
祭
文
を
準
備
す
る
と
い
う
の
が

日本儒教学会報 八
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あ
る
た
め
、
別
の
日
に
祭
祀
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
お
け
る
「
四
時
祭
」
の
日
取
り
の
選
定
は
、

『
四
本
堂
家
礼
』
と
は
異
な
り
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
四
時
之
祭
二
・
八
月
ニ
ハ
春
分
秋
分
之
日
、
夏
者
夏
至
之
日
、
冬
ハ

冬
至
之
日
可
祭
由
家
礼
に
有
之
候
得
共
、
従
跡
々
仕
来
候
通
夏
は
七
月
、

冬
は
十
二
月
丑
日
酉
日
之
間
御
祭
可
仕
也

（
（3
（

。

　

こ
こ
で
は
、
『
四
本
堂
家
礼
』
に
お
け
る
「
四
時
祭
」
の
期
日
を
再
度
考
証

し
、
「
二
・
八
月
に
は
春
分
、
秋
分
の
日
、
夏
に
は
夏
至
の
日
、
冬
に
は
冬
至
の

日
」
と
い
う
決
ま
り
は
『
家
礼
』
に
由
来
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
以
前
か
ら

の
し
き
た
り
に
よ
っ
て
夏
の
祖
先
供
養
は
七
月
の
丑
日
か
酉
日
に
行
い
、
王
府

に
お
け
る
冬
至
の
行
事
と
の
衝
突
を
避
け
る
た
め
、
冬
の
祭
り
も
十
二
月
の
丑

日
か
酉
日
に
行
う
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
四
時
祭
」
の
日
取
り
は
『
家

礼
』
を
基
本
と
し
つ
つ
も
柔
軟
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
儀
式
に
関
し
て
『
四
本
堂
家
礼
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
し

て
い
る
。

一
、
祭
祀
ハ
誠
謹
を
以
本
意
ニ
い
た
し
候
間
、
朔
望
俗
節
忌
日
又
者
年
忌

之
時
、
前
一
日
よ
り
斉
戒
沐
浴
い
た
し
、
夜
噺
共
仕
間
敷
候
、
左
様
ニ
致

候
而
ハ
次
日
草
臥
祭
祀
之
誠
謹
無
之
怠
慢
ニ
相
成
可
申
事

（
（3
（

。

一
、
右
御
祭
之
儀
、
前
三
日
御
霊
前
致
御
焼
香
、
何
日
ニ
御
祭
可
仕
由
御

案
内
可
申
上
候
。
尤
正
日
ニ
ハ
家
主
并
子
弟
早
々
起
立
、
手
水
遣
片
髪
結
。

神
棚
致
掃
地
台
直
し
生
花
灯
明
上
、
香
炉
直
し
、
祝
文
飾
。
御
酒
御
茶
ハ

一
般
的
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
慣
習
に
は
例
外
も
あ
っ
た
。

ま
ず
『
四
本
堂
家
礼
』
と
『
嘉
徳
堂
規
模
帳

（
（2
（

』
で
は
、
『
家
礼
』
に
お
け
る
四

時
祭
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
『
家
礼
』
で
は
「
時
祭
用
仲
月
。
前
旬
卜
日

（
（2
（

」
と
、

春
の
二
月
、
夏
の
五
月
、
秋
の
八
月
、
冬
の
十
一
月
に
高
・
曾
・
祖
・
父
四
代

を
祭
祀
す
る
。
ま
た
は
「
立
春
」
に
先
祖
、
「
冬
至
」
に
始
祖
、
「
季
秋
」
に
禰

を
祭
る
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
日
取
り
は
占
い
で
決
め
る
と
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
『
四
本
堂
家
礼
』
に
お
け
る
「
四
時
祭
」
の
期
日
の
選
定
に

つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
、
四
時
之
祭
、
二
・
八
月
ニ
ハ
春
分
秋
分
之
日
、
夏
者
夏
至
之
日
、
冬
ハ

冬
至
之
日
可
祭
候
由
有
之
候
得
共
、
尤
冬
至
之
日
ハ
登　

城
仕
候
間
、
冬

至
之
前
後
吉
日
見
合
可
然
候
事

（
（2
（

。

　

す
な
わ
ち
、
四
時
の
祭
は
二
月
と
八
月
に
は
春
分
・
秋
分
の
日
、
夏
に
は
夏

至
の
日
、
冬
に
は
冬
至
の
日
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
冬
至
の
日
に
は

朝
拝
の
儀
式
の
た
め
首
里
城
に
出
勤
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
冬
至

の
前
後
に
吉
日
を
選
ん
で
祭
を
執
り
行
う
の
が
よ
い
と
い
う
。
一
方
、
『
家
礼
』

で
は
四
時
の
「
仲
月
」
に
祭
祀
を
行
う
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
上
述
の
よ
う

に
具
体
的
な
日
取
り
は
占
い
に
よ
っ
て
選
定
す
る
と
さ
れ
る
。
た
だ
『
家
礼
』

「
附
録
」
で
は
、
「
卜
日
不
定
、
慮
有
不
虔
。
温
公
亦
云
、
只
用
分
至
亦
可
」
と

別
に
説
明
し
て
い
る

（
（2
（

。
要
す
る
に
、
占
い
で
は
日
取
り
が
一
定
せ
ず
、
敬
虔
さ

に
欠
け
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
朱
熹
は
司
馬
光
の
言
葉
を
引
用
し
て
春
分
・
秋

分
・
冬
至
・
夏
至
に
行
っ
て
も
よ
い
と
い
う
。
そ
う
す
る
と
、
『
四
本
堂
家
礼
』

の
「
四
時
祭
」
の
日
取
り
の
選
定
は
、
『
家
礼
』
・
時
祭
の
規
定
に
該
当
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
冬
至
の
日
に
は
琉
球
王
府
独
特
の
特
別
な
公
事
が

近世久米村士族の喪葬礼に見える『朱子家礼』の変容―「誌石」・「祝文」を中心に
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左
之
菓
子
盆
ニ
飾
置
、
御
膳
御
銘
々
江
上
。
執
事
両
人
台
之
左
右
ニ
立
、

祭
主
致
焼
香
降
神
御
拝
仕
候
ハ
ゞ
左
之
執
事
御
酒
を
次
祭
主
江
相
授
、
祭

主
請
取
頂
候
而
右
之
執
事
江
相
授
け
、
御
霊
前
江
上
候
而
御
拝
可
仕
候
、

左
候
而
御
銘
々
上
置
候
御
料
理
一
々
ふ
た
明
け
御
拝
仕
候
得
者
、
又
左
之

執
事
御
茶
を
次
祭
主
江
相
授
、
祭
主
頂
之
、
右
之
執
事
江
相
授
、
御
霊
前

江
差
上
御
拝
仕
事
候
、
右
相
済
祝
文
并
紙
焚
居
置
候
、
御
茶
御
酒
御
料
理

之
初
々
紙
炉
江
祭
之
候
而
、
右
之
灰
ハ
屋
敷
内
南
之
角
江
作
り
置
候
座
坎

ニ
捨
置
可
申
候

（
（3
（

。

　

第
一
条
で
は
、
祭
祀
の
心
得
を
示
し
て
い
る
。
祭
祀
は
誠
心
誠
意
を
も
っ
て

行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
朔
望
（
毎
月
一
日
と
十
五
日
）
・
俗
節
・
忌
日
、

ま
た
は
年
忌
の
祭
祀
に
当
た
っ
て
は
、
前
日
か
ら
斎
戒
と
沐
浴
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。
夜
噺
を
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
翌
日
に
疲

労
し
、
祭
祀
の
誠
意
を
欠
い
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。
『
四
本
堂
家

礼
』
は
、
『
家
礼
』
と
は
異
な
り
、
前
三
日
で
は
な
く
、
行
事
を
行
う
前
日
か

ら
斎
戒
を
す
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
夜
噺
を
し
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
『
家
礼
』
に
は
見
ら
れ
な
い
記
述
で
あ
り
、
『
四
本
堂
家
礼
』

な
ら
で
は
の
特
色
と
い
え
よ
う
。　

　

第
二
条
で
は
具
体
的
な
儀
式
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
三
日
前
に
霊
前
で
焼

香
し
、
祖
霊
に
い
つ
祭
り
を
行
う
か
を
告
げ
る
。
ま
た
、
祭
祀
の
日
に
は
家
主

と
子
弟
た
ち
は
早
く
起
き
、
身
な
り
を
整
え
て
片
髪
結
（
カ
タ
カ
シ
ラ
）
を
す

る
。
そ
し
て
神
棚
を
掃
除
し
、
神
棚
の
前
に
台
を
整
え
る
。
生
花
と
灯
明
を
そ

な
え
、
香
炉
と
祝
文
を
台
の
上
に
置
く
。
お
酒
と
お
茶
は
左
側
の
菓
子
盆
に
並

べ
、
御
膳
は
祖
先
に
一
人
ず
つ
差
し
上
げ
る
。
執
事
の
二
人
が
台
の
左
右
に
立

つ
。
祭
主
は
焼
香
し
、
「
降
神
」
し
て
拝
礼
す
る
。
記
述
で
は
省
略
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
祝
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
後
、
左
の
執
事

が
祭
主
に
御
酒
を
注
ぎ
、
祭
主
は
受
け
取
る
と
右
の
執
事
に
渡
す
。
そ
し
て
御

霊
前
に
差
し
上
げ
て
拝
礼
す
る
。
さ
ら
に
料
理
の
蓋
を
一
つ
ず
つ
開
け
て
拝
礼

し
た
後
、
左
の
執
事
が
お
茶
を
注
い
で
祭
主
に
差
し
出
し
、
祭
主
が
受
け
取
っ

て
右
の
執
事
に
渡
す
。
お
茶
を
霊
前
に
差
し
上
げ
て
拝
礼
す
る
。
こ
れ
ら
が
終

了
す
る
と
、
祝
文
と
紙
（
紙
銭
）
を
焚
く
。
ま
た
お
茶
、
お
酒
、
お
料
理
を
用

意
し
て
紙
炉
（
焚
紙
炉
）
に
祭
る
。
そ
し
て
焚
か
れ
た
紙
の
灰
は
屋
敷
内
の
南

の
角
に
作
っ
た
座
坎
に
捨
て
る
と
い
う
。

　

ま
た
祝
文
の
書
式
は
単
純
に
『
家
礼
』
か
ら
転
写
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
久

米
村
の
習
慣
に
合
わ
せ
て
変
化
し
て
い
る
。
ま
ず
『
家
礼
』
の
記
述
を
整
理
し

た
『
文
公
家
礼
儀
節
』
巻
七
・
祭
礼
・
四
時
祭
・
祝
文
の
範
例
文
を
示
す
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

　

維
○
幾
年
歳
次
干
支
幾
月
干
支
越
干
支
朔
幾
日
干
支
孝
玄
孫
某
官
姓
名

敢
昭
告
于

顕
高
祖
考
某
官
府
君

顕
高
祖
妣
某
封
某
氏

顕
曾
祖
考
某
官
府
君

顕
曾
祖
妣
某
封
某
氏

顕
祖
考
某
官
府
君

顕
祖
妣
某
封
某
氏

顕　

考
某
官
府
君

顕　

妣
某
封
某
氏　

歳
序
流
易
時
維
仲
（
春
夏
秋
冬
歳
暮
改
此
句
為
歳
律

将
更
）
追
感
歳
時
不
勝
永
慕
謹
以
潔
牲
粢
盛
庶
品
祇
薦
歳
事
以
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
祭
ら
れ
る
祖
先
の
書
式
は
『
家
礼
』
式
で
あ
る
が
、
「
某

官
府
君
」
の
と
こ
ろ
に
は
「
某
姓
名
某
親
雲
上
某
号
」
と
し
て
、
姓
名
、
琉
球

の
位
階
、
お
よ
び
死
者
の
号
が
書
き
足
さ
れ
る
。
女
性
の
場
合
は
「
某
安
屋
某

法
名
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
安
屋
」
（
ア
ヤ
ー
）
は
琉
球
久
米
村
特

有
の
尊
称
で
あ
り

（
（3
（

、
法
名
は
琉
球
臨
済
宗
の
僧
侶
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
称
呼

で
あ
る

（
（3
（

。
ま
た
、
『
文
公
家
礼
儀
節
』
に
あ
る
「
某
親
某
官
を
以
て
祔
食
す
」

と
い
う
祔
食
の
文
言
が
な
く
な
り
、
「
潔
牲
粢
盛
庶
品
」
も
「
酒
饌
」
と
変
化

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
四
時
祭
の
執
り
行
い
は
よ
り
簡
略
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
、
近
世
期
の
久
米
村
社
会
で
は
、
「
読
書
習
礼
」
の
た
め
中
国
に
留

学
し
て
い
た
り
、
病
気
に
か
か
っ
た
り
し
た
た
め
に
祖
先
の
祭
祀
を
家
主
が
自

ら
執
り
行
え
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
『
四
本
堂
家
礼
』
に
「
玄
孫
奉
使
在
外
併

有
病
時
長
男
代
祭
祝
文
式
」
（
玄
孫
奉
使
し
て
外
に
在
り
併
に
病
有
る
時
、
長

男
代
わ
り
て
祭
る
祝
文
の
式
）
と
い
う
項
目
が
あ
る
の
は
、
こ
れ
も
久
米
村
社

会
の
実
情
に
適
し
た
祭
文
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
『
四
本
堂
家
礼
』
で
は
、
死
者
の
忌
日
に
も
祝
文
を
準
備
す
る
記
述
が

あ
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

一
、
高
曾
祖
考
并
脇
位
牌
忌
日
之
日
ハ
、
早
々
起
立
神
棚
致
掃
除
、
台
直

シ
、
位
牌
神
棚
正
面
ニ
直
之
、
生
花
灯
明
御
茶
御
酒
上
二
汁
一
菜
之
御
盆

供
之
、
同
居
之
子
孫
男
女
共
御
拝
可
仕
事

附
録

其
一
日
ハ
素
食
ニ
而
致
心
喪
、
自
他
之
祝
儀
不
可
仕
候
、
尤
衣
裳
ハ
白
衣

ニ
而
、
祭
之
規
式
ハ
四
時
之
祭
同
前
ニ
候
、
祝
文
左
ニ
記
之

　
　

維
幾
年
歳
次
干
支
幾
月
幾
日
干
支
孝
子
某
［
或
孫
或
曾
孫
或
玄
孫
］
敢

某
親
某
官
祔
食
尚

　
　

饗
（
（3
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
『
四
本
堂
家
礼
』
に
お
け
る
四
時
祭
の
祭
文
は
以
下
の
よ
う

で
あ
る
。

祭
文
式

　
　
　

維

　
　

幾
年
歳
次
干
支
幾
月
幾
日
干
支
孝
玄
孫
文
溥
敢
昭
告
于

顕
高
祖
考
某
官
某
姓
名
某
親
雲
上
某
号
府
君

顕
高
祖
妣
某
安
屋
某
法
名
某
氏

顕
曾
祖
考
某
官
某
姓
名
某
親
雲
上
某
号
府
君

顕
曾
祖
妣
某
安
屋
某
法
名
某
氏

顕
祖
考
某
官
某
姓
名
某
親
雲
上
某
号
府
君

顕
祖
妣
某
安
屋
某
法
名
某
氏

顕　

考
某
官
某
姓
名
某
親
雲
上
某
号
府
君

顕　

妣
某
安
屋
某
法
名
某
氏　

歳
序
流
易
時
維
（
春
分
、
夏
至
、
秋
分
、

冬
至
）
追
感
歳
時
不
勝
永
慕
謹
以
酒
饌
祇
薦
歳
事
尚

　

饗
。

　
　
　

玄
孫
奉
使
在
外
併
有
病
時
長
男
代
祭
祝
文
式
。

　
　

維

　
　

幾
年
歳
次
干
支
幾
月
幾
日
干
支
孝
玄
孫
使
長
男
某
執
其
常
事
敢
昭
告

于

顕
高
祖
考
某
官
某
姓
名
某
親
雲
上
某
号
府
君
云
云

（
（3
（

。
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昭
告
于

某
親
某
官
府
君
歳
序
流
易
諱
日
復
臨
追
遠
感
時
昊
天
罔
極
［
如
祖
考
妣
改

此
句
為
不
勝
永
慕
］
謹
以
酒
饌
用
伸
奠
献
尚　

饗
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
高
・
曾
・
祖
・
考
及
び
脇
位
牌
（
祔
食
す
る
位
牌
）
の
忌

日
に
は
、
早
起
き
し
て
神
棚
を
掃
除
し
、
台
を
そ
の
前
に
置
く
。
位
牌
を
神
棚

の
正
面
に
安
置
し
、
生
花
、
灯
明
、
御
茶
、
御
酒
と
二
汁
一
菜
の
盆
を
供
え
る
。

同
居
の
子
孫
男
女
は
共
に
拝
礼
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
当
日
は
素
食
で

心
喪
に
服
し
、
す
べ
て
の
祝
儀
を
停
止
す
る
。
祭
祀
の
服
装
は
白
衣
で
儀
式
の

儀
節
も
四
時
祭
と
ほ
ぼ
同
じ
に
す
る
。
ま
た
記
載
さ
れ
る
祝
文
を
見
る
と
、『
家

礼
』
と
同
文
で
あ
る
が
、
四
時
祭
の
祝
文
と
同
様
に
「
潔
牲
粢
盛
庶
品
」
の
句

を
「
酒
饌
」
に
代
え
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
三
浦
國
雄
は
、
儀
式
は
基
本
的

に
仏
式
で
あ
る
か
ら
、
生
々
し
い
犠
牲
は
敬
遠
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い

る
）
12
（

。
こ
れ
に
関
連
し
て
『
四
本
堂
家
礼
』
で
は
「
年
忌
」
の
際
に
は
祝
文
は
用

意
さ
れ
ず
、
祝
文
の
読
み
上
げ
に
代
わ
っ
て
僧
侶
を
招
い
て
仏
教
の
懺
法
を
読

み
上
げ
る
作
法
が
明
記
さ
れ
て
い
る

）
11
（

。

（
二
）
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
お
け
る
年
忌
の
祝
文

　

一
方
、
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
の
場
合
は
『
四
本
堂
家
礼
』
と
は
逆
に
四
時
祭

と
毎
年
の
忌
日
に
は
祝
文
を
用
意
す
べ
き
文
言
が
見
え
ず
、
特
別
な
年
忌
だ
け

に
祝
文
が
作
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
一
周
忌
か
ら
三
十
三
年
忌
に
祝
文
を
作
る
と

す
る
。
た
だ
「
葬
礼
・
荼
毘
之
事
」
の
項
に
一
周
忌
か
ら
三
年
忌
ま
で
は
祝
文

を
奠
文
に
し
て
読
む
べ
か
ら
ず
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

一
、
一
周
忌
よ
り
三
年
忌
迄
は
、
御
忌
日
之
日
可
致
祭
候
。
前
日
ニ
は
御

祭
仕
候
人
、
官
名
諱
名
仮
位
牌
ニ
書
載
さ
せ
、
図
之
通
り
備
上
ゲ
候
は
ゞ
、

子
孫
皆
々
御
焼
香
御
拝
可
仕
事
。

付一
、
奠
文
読
間
敷
候
。
御
飾
置
奠
酒
之
後
取
直
シ
差
上
候
也

）
11
（

。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
周
忌
か
ら
三
年
忌
ま
で
の
忌
日
に
は
祭
祀
を
す
る
べ
き

で
あ
る
。
前
日
に
祭
ら
れ
る
人
の
官
位
と
諱
名
を
仮
位
牌
に
書
い
て
お
き
、
図

二
）
1（
（

の
よ
う
に
並
べ
た
あ
と
、
子
孫
一
同
焼
香
し
て
拝
礼
す
る
。
し
か
し
、
奠
文

に
つ
い
て
は
読
ん
で
は
な
ら
ず
、
奠
酒
し
た
後
に
（
霊
前
に
）
差
し
上
げ
る
と

指
示
し
て
い
る
。
「
奠
文
」
と
は
祝
文
を
奠お

く
だ
け
で
読
み
上
げ
な
い
と
い
う

意
味
で
あ
ろ
う
。
一
周
忌
か
ら
三
十
三
年
忌
ま
で
の
祝
文
に
お
い
て
、
三
年
忌

以
降
の
年
忌
で
は
「
読
祝
」
・
「
焚
祝
」
の
指
示
が
見
ら
れ
る
が

）
1（
（

、
一
周
忌
か
ら

三
年
忌
ま
で
の
祝
文
が
「
奠
文
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
と
い
う
の
は
も
と
も
と
『
家

礼
』
に
存
在
し
な
い
規
定
で
あ
る
。
『
家
礼
』
の
祭
祀
儀
式
に
お
い
て
は
、
埋

日本儒教学会報 八
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御
飾
可
仕
候
也
。

一
、
前
日
に
は
親
類
之
内
よ
り
祝
文
読
上
人
壱
人
、
執
事
両
人
、
礼
生
両

人
相
賦
演
礼
可
仕
事

）
11
（

。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
十
五
年
忌
と
三
十
三
年
忌
に
当
た
っ
て
は
、
前
日
の
朝

に
祭
ら
れ
る
者
の
官
名
と
諱
名
を
仮
位
牌
に
記
入
す
る
。
霊
前
で
焼
香
し
た
う

え
で
、
ど
の
先
祖
の
た
め
の
年
忌
か
を
告
知
し
、
他
の
神
主
を
他
の
場
所
に
移

し
て
拝
礼
す
る
。
そ
し
て
神
棚
を
き
れ
い
に
清
掃
す
る
。
神
主
は
神
棚
の
正
面

に
置
き
、
水
引
と
卓
裙
を
台
に
か
け
、
そ
の
上
に
香
炉
を
置
く
。
祭
祀
に
使
用

す
る
料
理
と
茅
沙
が
用
意
さ
れ
、
毛
毡
が
敷
か
れ
る
。
戌
の
時
（
午
後
七
～
九

時
）
に
な
る
と
、
家
主
は
神
主
に
お
香
を
差
し
上
げ
、
明
日
祭
祀
を
行
う
こ
と

を
伝
え
る
。
そ
の
後
、
礼
生
が
拝
唱
し
、
子
孫
一
同
も
拝
礼
す
る
。
ま
た
、
財

力
や
身
分
を
考
え
て
御
膳
を
一
つ
だ
け
差
し
上
げ
る
こ
と
が
あ
り
、
差
味
物
（
刺

身
）
が
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
。

葬
の
日
か
ら
三
回
の
虞
祭
、
卒
哭
、
小
祥
（
初
忌
）
、
大
祥
（
二
年
忌
）
、
禫
ま

で
の
儀
礼
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
「
読
祝
」
と
「
焚
祝
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
で
は
一
周
忌
か
ら
三
年
忌
の
祝
文
は
「
奠
文
」
と
さ

れ
る
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
後
考
を
待
つ
必
要
が
あ
る
。

　

次
に
、
七
年
忌
、
十
三
年
忌
、
二
十
五
年
忌
、
三
十
三
年
忌
の
場
合
を
見
て

み
よ
う
。
特
に
二
十
五
年
忌
と
三
十
三
年
忌
（
終
年
忌
）
は
大
焼
香
（
ウ
フ
ス
ー

コ
ー
）
と
呼
ば
れ
、
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
て
い
る

）
11
（

。
儀
式
と
し
て
も
『
家
礼
』

式
の
祭
礼
に
従
っ
て
執
り
行
わ
れ
、
祝
文
は
儀
式
の
前
日
に
準
備
さ
れ
、
当
日

に
読
み
上
げ
ら
れ
る
。
「
祭
祀
・
年
忌
之
事
」
の
項
目
に
は
以
下
の
よ
う
に
記

載
さ
れ
て
い
る
。

一
、
廿
十
五
年
忌
三
十
三
年
忌
抔
ニ
は
、
前
日
早
朝
御
祭
仕
候
人
之
官
名

諱
仮
位
牌
に
書
載
さ
せ
、
御
霊
前
江
御
焼
香
、
何
先
祖
何
之
年
忌
ニ
付
而

は
、
其
外
之
神
主
は
壱
方
ニ
安
置
可
仕
由
致
案
内
候
而
、
御
拝
可
仕
候
。

左
候
而
御
神
棚
結
構
ニ
払
除
御
祭
仕
候
。
神
主
は
真
正
面
ニ
奉
直
、
水
引

並
卓
裙
懸
、
香
炉
台
之
上
に
直
シ
、
折
一
対
弐
汁
一
菜
御
膳
壱
ツ
、
ぶ
た

頭
中
実
差
味
物
壱
鉢
、
血
炒
き
三
味
物
茅
沙
等
備
上
ゲ
、
毛
毡
を
敷
、
戌

之
時
分
相
成
候
は
ゞ
、
家
主
御
香
上
ゲ
、
明
日
御
祭
可
仕
由
御
案
内
申
上

ゲ
、
立
備
候
は
ゞ
、
礼
生
拝
唱
子
孫
一
同
御
拝
可
仕
候
。
尤
有
無
相
考
候

而
御
膳
一
ツ
備
上
差
味
物
無
き
ニ
而
も
可
相
済
事
。

　

付
録

一
、
仮
位
牌
書
様
は
模
之
通
見
合
、
桃
紅
紙
朱
紙
之
間
ニ
書
調
候
。
尤
墨

筆
は
新
敷
等
を
用
、
書
手
は
能
書
之
方
相
頼
、
手
口
を
洗
、
結
構
之
装
束

ニ
而
書
調
さ
せ
、
且
又
祝
文
も
右
同
断
。

一
、
祝
文
之
儀
は
、
香
案
之
左
表
ニ
御
飾
置
、
読
終
り
候
は
ゞ
、
図
之
通

近世久米村士族の喪葬礼に見える『朱子家礼』の変容―「誌石」・「祝文」を中心に
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こ
の
時
、
仮
位
牌
は
定
型
文
に
従
っ
て
書
か
れ
、
桃
紅
紙
や
朱
紙
を
用
い
て

制
作
さ
れ
る
。
特
に
墨
筆
は
新
し
い
も
の
を
使
用
し
、
書
道
の
熟
達
し
た
人
に

依
頼
し
て
、
手
を
清
潔
に
洗
い
、
整
っ
た
装
束
を
身
に
ま
と
っ
て
書
か
せ
る
。

祝
文
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
祝
文
に
関
し
て
は
、
香
案
の
左
側
に
飾

り
、
読
み
上
げ
終
え
る
と
図
三

（
（4
（

の
よ
う
に
霊
前
に
飾
る
。
な
お
前
日
に
は
あ
ら

か
じ
め
親
類
の
中
か
ら
祝
文
を
読
み
上
げ
る
一
人
、
執
事
を
二
人
、
礼
生
を
二

人
選
ん
で
演
礼
（
リ
ハ
ー
サ
ル
）
を
行
う
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
年
忌
祝
文
の
記
述
方
法
は
『
家
礼
』
に
お
け
る
忌
日
祝
文
と
か
な
り

類
似
し
て
い
る
。
特
に
、
上
記
の
『
四
本
堂
家
礼
』
で
は
忌
日
祝
文
の
「
昊
天

罔
極
」
と
い
う
句
の
下
に
、
「
如
祖
考
・
妣
、
改
此
句
為
不
勝
永
慕

（
（4
（

」
と
い
う

指
示
が
あ
る
。
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
お
け
る
年
忌
祝
文
に
も
「
不
勝
永
慕
」

の
語
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
お
け
る
年
忌
の
祝
文
も
、『
家

礼
』
の
忌
日
祝
文
を
ベ
ー
ス
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
し
、
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
お
け
る
例
文
を
見
る
と
、
『
家
礼
』
で
定
め
ら

れ
て
い
る
決
ま
り
と
は
や
や
異
な
り
、
考
・
妣
の
場
合
で
も
「
不
勝
永
慕
」
と

い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
書
式
に
関
し
て
は
以
下
の

よ
う
に
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

維
〔
玉
篇
云
、
凡
策
書
年
月
、
必
以
維
字
発
之
。
亦
取
紀
年
繋
年
之
義
、

又
通
為
語
辞
也
。
〕

乾
隆
△
十
△
年
、
歳
次
干
支
、
△
月
朔
越
△
日
干
支
〔
十
日
内
、
朔
越
有

△
日
与
書
、
十
日
餘
ハ
十
有
△
日
与
書
、
十
日
ハ
十
日
与
書
、
二
十
日
ハ

二
十
日
与
書
、
二
十
日
餘
ハ
二
十
△
日
与
書
〕
孝
子
△
官
△
名
、
敢
昭
告

于　

顕
〔
考
△
官
府
君/

妣
△
氏
孺
人
〕
之
霊
曰
、
歳
序
流
易
、
茲
當
△

十
△
俗
祀
之
期
。
追
感
〔
厚/

功
〕
徳
、
不
勝
永
慕
、
謹
以
〔
酒
、
謂
〕

清
酌
・
潔
牲
・
〔
祭
祀
之
飯
、
謂
〕
粢
盛
・
庶
品
、
仰
伸
奠
献
、
尚　

饗
（
（4
（

。

　

そ
も
そ
も
忌
日
の
場
合
と
違
っ
て
特
定
の
年
忌
の
儀
式
は
『
家
礼
』
に
お
い

て
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
祝
文
に
つ
い
て
も
例
文
が
存
在
せ
ず
、
新
た

に
作
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
で
は
祝
文

の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
る
か
に
つ
い
て
、
文
章
の
始
め
か
ら
詳
細
な

指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
年
忌
は
「
俗
祀
」
と
し
て
表
現
さ
れ
、
特
別

な
専
門
用
語
、
た
と
え
ば
、
「
孝
」
と
「
哀
」
の
使
い
分
け
や
「
考
」
・
「
妣
」

の
意
味
、
「
府
君
」
・
「
孺
人
」
の
使
用
法
な
ど
に
つ
い
て
も
、
中
国
の
『
礼
記
』

や
『
文
公
家
礼
儀
節
』
、
『
家
礼
会
通
』
、
『
儀
礼
節
略
』
な
ど
の
儀
礼
書
を
参
照

し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る

（
（4
（

。
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に

お
け
る
祝
文
は
「
潔
牲
」
と
い
う
用
語
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
お
り
、
「
酒
饌
」

に
変
更
し
て
い
な
い
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

 

こ
の
ほ
か
、
『
四
本
堂
家
礼
』
と
同
様
に
様
々
な
状
況
に
合
わ
せ
た
祝
文
の
例

文
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
次
に
引
用
す
る
の
は
、
家
主
が
幼
い
た
め

家
事
が
遅
延
し
、
従
姪
孫
が
家
主
の
代
理
と
し
て
曾
祖
の
三
十
三
年
忌
を
執
り

行
う
際
の
祝
文
で
あ
る
。

維　

乾
隆
△
十
△
年
、
歳
次
干
支
、
△
月
二
十
△
日
干
支
、
孝
曾
孫
△
名
、

幼
〔
稚
少
〕
不
能
与
祭
、
茲
従
姪
孫
△
官
△
名
、
代
為
主
祭
、
敢
昭
告
于　

顕
曾
祖
〔
考
△
官
△
諱
府
君/

妣
△
氏
△
名
夫
人
〕
之
霊
曰
、
節
序
流
易
、

歳
月
改
更
、
曾
已
當
于
三
十
三
年
俗
祀
之
忌
辰
、
宜
伸　

奠
献
、
但
為
家

事
、
已
致
寛
延
、
茲
擇
吉
日
、
祇
薦
祭
事
、
追
遠
感
時
、
不
勝
永
慕
、
謹

以
清
酌
潔
牲
庶
品
、
敢
伸
追
慕
之
衷
、
尚　

饗
（
（4
（

。
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（
家
族
墓
）
の
た
め
、
個
人
に
か
か
わ
る
誌
石
や
墓
碑
を
作
成
す
る
機
会
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
琉
球
の
習
慣
に
従
い
、
二
次
葬
（
洗
骨
）
を
経
て
骨
を
納
め

る
厨
子
甕
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
久
米
村
の
「
家
礼
・
規
模
帳
」

に
は
厨
子
甕
に
銘
書
を
記
す
指
示
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
書
き
方
は
明
ら
か
に
『
家

礼
』
の
墓
誌
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
「
墓
」
の
文
字
が
「
神
主
」
な
ど
に
変

更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
実
際
に
出
土
し
た
程
順
則
家
の
厨
子
甕
や
石

棺
に
刻
ま
れ
た
銘
書
を
見
る
と
、
久
米
村
の
「
家
礼
・
規
模
帳
」
の
規
定
よ
り

も
『
家
礼
』
式
墓
誌
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
そ

こ
に
は
「
神
主
」
と
い
う
記
述
も
洗
骨
の
記
述
も
一
切
刻
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、

厨
子
甕
や
石
棺
の
銘
書
が
『
家
礼
』
で
い
う
「
誌
石
」
と
「
墓
誌
」
の
二
つ
の

機
能
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
程
順
則
家
の
厨

子
甕
や
石
棺
は
「
家
礼
・
規
模
帳
」
が
成
立
す
る
前
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
久
米
村
の
「
家
礼
・
規
模
帳
」
に
基
づ
い
て
銘
書
を
書
い
た
厨
子
甕
が
存

在
す
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
考
古
学
的
な
発
見
に
待
つ
必
要
が
あ
る
。
そ
し

て
『
家
礼
』
と
『
文
公
家
礼
儀
節
』
に
は
洗
骨
の
記
述
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
久
米
村
の
士
族
た
ち
に
と
っ
て
は
二
次
葬
（
洗
骨
）
が
『
家
礼
』
な
ど
に

い
う
改
葬
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
、
そ
の
儀
式
や
服
忌

も
『
文
公
家
礼
儀
節
』
に
基
づ
き
つ
つ
独
自
の
変
化
を
加
え
な
が
ら
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
久
米
村
の
「
家
礼
・
規
模
帳
」
に
お
け
る
祝
文
に
つ
い
て
、
『
四
本

堂
家
礼
』
の
場
合
は
四
時
祭
や
忌
日
の
書
式
の
骨
格
は
依
然
と
し
て
『
家
礼
』

式
で
あ
る
が
、
久
米
村
固
有
の
称
号
や
事
情
に
合
わ
せ
て
記
述
上
の
変
化
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
『
家
礼
』
式
の
四
時
祭
と
比
較
す
る
と
、
供
え
物
や
儀
式
が

簡
略
化
さ
れ
、
三
浦
國
雄
が
指
摘
し
た
よ
う
に

（
（5
（

仏
教
の
要
素
が
色
濃
く
反
映
し

て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
『
四
本
堂
家
礼
』
の
仏
教
的
色
彩
に
対
し

　

次
の
例
は
、
家
主
が
足
病
に
悩
ま
さ
れ
て
跪
拝
が
で
き
な
い
た
め
焼
香
の
み

行
い
、
全
体
の
儀
式
は
嫡
子
が
代
理
で
行
う
際
の
祝
文
で
あ
る
。

維　

乾
隆
△
十
△
年
、
歳
次
干
支
、
△
月
二
十
△
日
干
支
、
孝
子
△
官
△
名
、

近
年
足
痛
跪
起
維
難
〔
上
香
親
致
、
其
餘
諸
礼
、
命
長
子
△
△
代
行
、
敢

昭
告
于/

命
長
子
△
△
代
祭
敢
昭
告
于
〕
、
顕
〔
考
△
官
△
諱
府
君/

妣

△
氏
△
名
夫
人
〕
神
位
、
歳
序
流
易
、
去
年
已
當
于
△
十
△
年
俗
祀
之
期
、

追
遠
感
時
、
凄
愴
罔
極
、
但
因
有
家
事
、
請
寛
祭
期
、
今
日
謹
以
清
酌
潔

牲
粢
盛
庶
品
、
仰
伸　

奠
献
、
尚　

饗
（
（5
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
お
け
る
年
忌
祝
文
は
『
家
礼
』
の
忌

日
祝
文
を
ベ
ー
ス
に
加
工
さ
れ
て
い
る
が
、
お
供
え
物
の
「
潔
牲
」
の
用
語
か

ら
見
て
も
、
全
体
的
な
儀
式
は
基
本
的
に
儒
教
式
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま

た
、
『
四
本
堂
家
礼
』
に
お
け
る
忌
日
祝
文
と
比
べ
て
、
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
の

年
忌
祝
文
の
内
容
が
さ
ら
に
豊
富
で
、
多
く
の
例
文
が
提
供
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
主
に
朱
熹
の
『
家
礼
』
と
邱
濬
の
『
文
公
家
礼
儀
節
』
に
お
け
る

「
誌
石
」
と
「
祝
文
」（
祭
文
）
と
い
う
二
つ
の
項
目
を
取
り
上
げ
、
蔡
文
溥
の
『
四

本
堂
家
礼
』
と
鄭
為
基
の
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
あ
る
関
連
項
目
と
比
較
し
た
。

『
家
礼
』
は
間
違
い
な
く
久
米
村
の
儒
学
者
の
礼
制
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
が
、
そ
の
変
容
も
近
世
琉
球
の
事
情
に
合
わ
せ
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
誌
石
の
変
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
久
米
村
の
士
族
の
墓
制
は
門
中
墓

近世久米村士族の喪葬礼に見える『朱子家礼』の変容―「誌石」・「祝文」を中心に
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て
、
の
ち
の
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
の
祝
文
で
は
、
む
し
ろ
儒
教
の
要
素
が
よ
り

濃
厚
に
見
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
お
け
る
祝
文
は
「
潔
牲
」

と
い
う
用
語
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
お
り
、
「
酒
饌
」
に
変
更
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
の
場
合
、
四
時
祭
と
忌
日
に
関
す
る
祭
祀
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
祝
文
を
準
備
す
る
記
述
が
な
く
、
一
周
忌
か
ら
三
十
三
年

忌
に
至
る
年
忌
に
お
い
て
祝
文
が
作
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
な
ぜ
か
一
周
忌
か
ら

三
年
忌
ま
で
は
祝
文
を
奠
く
だ
け
で
読
み
上
げ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
年
忌
祝
文
は
儀
式
の
前
日
に
準
備
さ
れ
、
当
日
に
読
み
上
げ
ら
れ
る
。

そ
の
文
章
に
つ
い
て
『
家
礼
』
に
は
例
文
が
存
在
し
な
い
た
め
、
新
た
に
作
成

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
で
は
、
『
家
礼
』
の
忌
日

祝
文
を
も
と
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
仏
教
由
来
の
年
忌
を
「
俗
祀
」
と
表
現
し
、
文

章
の
始
め
か
ら
詳
細
な
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
祝
文
に
使
用
さ
れ
る

字
句
に
つ
い
て
は
中
国
の
『
礼
記
』
や
『
文
公
家
礼
儀
節
』
、『
家
礼
会
通
』
、『
儀

礼
節
略
』
な
ど
の
儀
礼
書
を
参
照
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
『
四

本
堂
家
礼
』
と
同
様
に
様
々
な
状
況
に
合
わ
せ
た
年
忌
祝
文
の
例
文
も
収
め
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
朱
熹
の
『
家
礼
』
が
近
世
久
米
村
の
礼
制
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
「
誌
石
」
（
墓
誌
銘
）
や
「
祝
文
」
（
祭
文
）

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
久
米

村
の
「
家
礼
・
規
模
帳
」
の
記
述
を
用
い
て
詳
し
く
検
討
し
、
こ
の
方
面
に
お

け
る
『
家
礼
』
の
受
容
と
変
容
の
様
相
を
具
体
的
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
久
米
村
の
「
家
礼
・
規
模
帳
」
の
中
に
は
、
蔡
氏
の
『
四
本
堂
家
礼
』

や
鄭
氏
の
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
だ
け
で
な
く
、
他
の
家
族
の
「
家
礼
・
規
模
帳
」

も
存
在
し
て
い
る
。
特
に
、
一
八
世
紀
の
久
米
村
金
氏
の
『
唐
栄
祭
祀
関
係
規

模
』
で
は
、
『
四
本
堂
家
礼
』
や
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
よ
り
も
多
く
の
儒
教
の

祭
祀
儀
礼
を
受
容
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
『
家
礼
』
式
の
祭
祀
儀

礼
の
受
容
と
変
容
に
関
す
る
詳
細
な
比
較
研
究
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

　

ま
た
本
稿
は
、
日
本
科
学
協
会
の
笹
川
科
学
研
究
助
成
に
よ
る
助
成
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
。

　

注

（
１
）　

上
江
洲
敏
夫
「
『
四
本
堂
家
礼
』
と
沖
縄
民
俗
―
葬
礼
・
喪
礼
に
つ
い
て
」
（
『
民

俗
学
研
究
所
紀
要
』
八
、
一
九
八
四
年
）
、
劉
書
鈺
「
朱
子
『
家
礼
』
の
琉
球
に
お

け
る
伝
播
に
つ
い
て
」
（
『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
第
一
六
号
）
、
二
〇
二
三
年
。

（
２
）　

鄧
陳
霊
「
琉
球
に
お
け
る
「
家
礼
」
の
思
想
―
『
四
本
堂
家
礼
』
を
中
心
と
し
て
」

（
『
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告
』
二
三
、
一
九
九
九
年
）
。

（
３
）　

三
浦
國
雄
「
琉
球
に
お
け
る
家
礼
の
受
容
と
普
及
過
程
」
（
吾
妻
重
二
・
朴
元
在

編
『
朱
子
家
礼
と
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
渉
』
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
。

（
４
）　

上
間
誠
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
「
家
礼
」
―
宗
族
を
中
心
に
」
（
『
龍
谷
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
三
七
、
二
〇
一
五
年
）
。

（
５
）　

平
敷
令
治
「
沖
縄
の
亀
甲
墓
」
（
窪
徳
忠
先
生
沖
縄
調
査
二
十
年
記
念
論
文
集
刊

行
委
員
会
編
『
沖
縄
の
宗
教
と
民
俗
：
窪
徳
忠
先
生
沖
縄
調
査
二
十
年
記
念
論
文

集
』
、
第
一
書
房
、
一
九
八
八
年
）
、
三
六
二
頁
。

（
６
）　

沖
縄
県
教
育
委
員
会
文
化
課
編
『
金
石
文
』
（
緑
林
堂
出
版
、
一
九
八
五
年
）
、

一
一
二
頁
。

（
７
）　

平
敷
令
治
『
沖
縄
の
祭
祀
と
信
仰
』
（
第
一
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
、
『
沖
縄
の
祖

先
祭
祀
』
（
第
一
書
房
、
一
九
九
五
年
）
。

（
８
）　

鈴
木
悠
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
銘
書
の
受
容
と
展
開
に
つ
い
て
―
浦
添
市
内
出

土
資
料
の
分
を
通
じ
て
―
」
（
『
比
較
家
族
史
研
究
三
二
巻
』
、
二
〇
一
八
年)

、
「
門

上
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
銘
書
に
つ
い
て
」
（
『
那
覇
市
立
壺
屋
焼
物
博
物
館
紀
要　

第
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（
26
）　

『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
に
は
四
時
祭
の
項
目
が
あ
る
が
、
祝
文
を
用
意
す
る
規
定
が

見
ら
れ
な
い
。

（
27
）　

前
掲
『
朱
子
家
礼
：
宋
本
彙
校
』
、
一
七
五
頁
。

（
28
）　

前
掲
『
蔡
家
家
憲
』
、
二
四
二
頁
。

（
29
）　

前
掲
『
朱
子
家
礼
：
宋
本
彙
校
』
、
二
三
六
頁
。

（
30
）　

前
掲
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
、
六
三
頁
。

（
31
）　

前
掲
『
蔡
家
家
憲
』
、
二
四
一
頁
。

（
32
）　

前
掲
『
蔡
家
家
憲
』
、
二
四
三
頁
。

（
33
）　

前
掲
『
文
公
家
礼
儀
節
』
、
一
九
六
頁
。

（
34
）　

前
掲
『
蔡
家
家
憲
』
、
二
四
三
～
二
四
四
頁
。

（
35
）　

具
志
堅
以
徳
、
国
吉
有
慶
『
久
米
村
の
民
俗
』
（
久
米
崇
聖
会
、
一
九
八
九
年
）
、

六
四
頁
。

（
36
）　

『
四
本
堂
家
礼
』
に
「
一
、
母
親
死
去
候
ハ
々
早
々
引
導
師
之
方
江
法
名
申
請
、

書
手
一
人
頼
入
神
主
可
書
調
候
」
と
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
女
性
の
法
名
は
引
導
師

に
申
請
し
て
名
付
け
ら
れ
た
称
号
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
掲
『
蔡
家
家
憲
』
、

二
二
七
頁
。
近
世
琉
球
に
お
い
て
通
常
は
引
導
師
を
務
め
る
の
は
臨
済
宗
の
僧
侶

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
前
掲
『
沖
縄
の
祖
先
祭
祀
』
、
四
六
七
頁
。

（
37
）　

前
掲
『
蔡
家
家
憲
』
、
三
四
五
頁
。

（
38
）　

前
掲
『
朱
子
家
礼
と
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
渉
』
、
二
一
三
頁
。

（
39
）　

「
年
忌
之
事
、
一
、
祖
父
母
并
父
母
之
二
十
五
年
忌
三
十
三
年
忌
ニ
者
、
仏
事
之

一
日
前
ニ
御
霊
前
江
三
味
上
可
申
事
。
但
、
祖
父
母
父
母
之
外
、
右
仏
事
之
刻
ハ

一
日
前
御
肴
計
上
可
申
候
。
長
老
頼
上
候
砌
、
懺
法
御
読
可
給
由
申
達
可
置
候
、

尤
祖
父
母
之
外
、
何
れ
と
て
も
、
弐
拾
五
年
忌
卅
三
年
忌
ニ
ハ
懴
法
有
之
筈
」
。
前

掲
『
蔡
家
家
憲
』
、
三
四
七
頁
参
照
。

（
40
）　

前
掲
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
、
五
〇
頁
。

（
41
）　

前
掲
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
、
五
一
頁
。

（
42
）　

年
忌
当
日
の
儀
節
「
序
立
。
参
神
、
鞠
躬
、
拝
、
興
、
拝
、
興
、
拝
、
興
、
拝
、
興
、

一
六
号
』
、
二
〇
一
五
年
）
。

（
９
）　

吾
妻
重
二
彙
校
『
朱
子
家
礼
：
宋
本
彙
校
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）

一
一
五
頁
。

（
10
）　

『
文
公
家
礼
儀
節
』
（
吾
妻
重
二
編
著
『
家
礼
文
献
集
成　

日
本
篇
六
』
、

二
〇
一
六
年
）
一
五
九
頁
。

（
11
）　

前
掲
『
朱
子
家
礼
：
宋
本
彙
校
』
、
一
一
五
頁
。

（
12
）　

前
掲
『
朱
子
家
礼
：
宋
本
彙
校
』
、
一
三
五
頁
。

（
13
）　

前
掲
注
一
上
江
洲
論
文
、
劉
論
文
。

（
14
）　

『
蔡
家
家
憲
』（
崎
濱
秀
明
『
沖
縄
旧
法
制
史
集
成　

第
五
巻
』
、
弘
進
社
、
一
九
七
一

年
）
、
二
五
六
頁
。

（
15
）　

前
掲
『
蔡
家
家
憲
』
、
二
五
七
頁
。

（
16
）　

前
掲
『
蔡
家
家
憲
』
、
二
五
七
頁
。

（
17
）　

『
服
制
』（
『
続
沖
縄
旧
法
制
史
料
集
成　

第
二
巻
』
、
崎
濱
秀
明
編
、
一
九
七
八
年
）
。

（
18
）　

鄭
為
基
『
嘉
德
堂
規
模
帳
』
（
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、
一
九
八
六
年
）
、

五
五
～
五
六
頁
。

（
19
）　

前
掲
『
文
公
家
礼
儀
節
』
、
一
八
八
頁
。
（
『
家
礼
』
の
原
本
に
は
、
改
葬
に
関
す

る
項
目
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
邱
濬
は
『
大
明
集
礼
』
に
記
載
さ
れ
て

い
る
関
連
内
容
を
ま
と
め
、
そ
れ
を
基
に
し
て
『
文
公
家
礼
儀
節
』
に
改
葬
の
詳

細
な
内
容
を
補
完
し
て
い
る
。
「
家
礼
無
改
葬
采
集
礼
補
入
」
、
前
掲
『
文
公
家
礼

儀
節
』
、
一
八
五
頁
。
）

（
20
）　

前
掲
『
沖
縄
の
祖
先
祭
祀
』
、
四
六
二
頁
。

（
21
）　

前
掲
『
金
石
文
』
、
一
二
五
頁
。

（
22
）　

前
掲
『
金
石
文
』
、
一
二
九
頁
。

（
23
）　

那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
一
巻
六
（
家
譜
資
料
二
）
』（
那

覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
〇
年
）
、
五
四
三
頁
。

（
24
）　

前
掲
『
家
譜
資
料
』
、
五
五
一
頁
。

（
25
）　

新
井
白
石
著
・
原
田
信
男
校
注
『
南
島
志
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
五
年
）
三
五
四
頁
。

近世久米村士族の喪葬礼に見える『朱子家礼』の変容―「誌石」・「祝文」を中心に
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平
身
。
降
神
、
詣
香
案
前
、
跪
、
上
香
、
酹
酒
、
俯
伏
、
興
、
平
身
。
進
饌
。
初
献
礼
、
跪
、

祭
酒
、
奠
酒
、
俯
伏
、
興
、
平
身
。
跪
、
「
読
祝
」
、
俯
伏
、
興
、
平
身
。
亜
献
礼
、

跪
、
祭
酒
、
奠
酒
、
俯
伏
、
興
、
平
身
。
終
献
礼
、
跪
、
祭
酒
、
奠
酒
、
俯
伏
、
興
、

平
身
。
献
茶
、
跪
、
飲
福
受
胙
、
飲
福
酒
、
俯
伏
、
興
、
平
身
。
辞
神
、
鞠
躬
、
拝
、

興
、
拝
、
興
、
拝
、
興
、
拝
、
興
、
平
身
。
「
焚
祝
文
」
。
徹
饌
。
礼
畢
」
。
前
掲
『
嘉

徳
堂
規
模
帳
』
、
八
七
頁
。

（
43
）　

前
掲
『
久
米
村
の
民
俗
』
、
三
五
頁
。

（
44
）　

前
掲
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
、
六
五
～
六
六
頁
。

（
45
）　

前
掲
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
、
六
七
頁
。

（
46
）　

「
但
祝
詞
云
、
歳
序
流
易
、
諱
日
復
臨
。
追
遠
感
時
、
不
勝
永
慕
［
考
妣
改
此
句

為
昊
天
罔
極
］
」
。
前
掲
『
朱
子
家
礼
：
宋
本
彙
校
』
、
二
〇
五
頁
。

（
47
）　

前
掲
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
、
九
〇
頁
。

（
48
）　

祝
文
の
後
に
次
の
よ
う
な
考
証
が
付
さ
れ
て
い
る
。
「
『
礼
記
』
「
雑
記
」
篇
云
、

祭
称
孝
子
・
孝
孫
、
喪
称
哀
子
・
哀
孫
。
○
同
集
注
云
、
祭
以
追
養
、
故
称
孝
、

喪
以
哀
死
、
故
称
哀
。
○
『
朱
子
家
礼
』
云
、
虞
祭
祝
文
、
称
孤
子
、
卒
哭
以
後

祭
、
称
孝
子
。
『
儀
礼
節
略
』
並
「
曲
礼
」
云
、
生
曰
父
母
妻
、
死
曰
考
妣
嬪
、
尤

鏜
引
詩
書
公
羊
以
証
其
非
、
然
経
有
明
文
、
俗
復
相
沿
、
無
容
矯
異
、
又
考
曰
皇

考
、
妣
曰
皇
妣
。
皇
、
大
也
、
美
号
也
。
然
嫌
于
君
称
。
韓
魏
公
祭
式
、
易
皇
為
顕
、

於
義
為
協
。
毛
雅
黄
云
、
男
称
公
与
府
君
、
婦
称
孺
人
、
似
不
得
加
於
小
輩
、
若

本
有
封
爵
、
又
當
別
論
。
呂
叔
簡
云
、
府
君
・
孺
人
、
爵
也
。
生
為
庶
人
、
死
而

爵
之
可
乎
、
愚
謂
、
今
人
称
呼
假
借
為
多
、
相
習
已
久
、
従
之
未
為
背
礼
。
朱
子

論
神
主
旁
註
某
奉
祀
、
施
于
所
尊
、
以
下
則
不
書
。
既
不
書
某
奉
祀
、
則
公
与
府

君
孺
人
之
称
、
即
加
于
卑
幼
、
亦
無
礙
。
○
嬪
者
、
婦
人
有
法
度
者
之
称
也
。
○
『
家

礼
会
通
』
云
、
問
生
曰
父
母
、
死
曰
考
妣
、
何
也
、
曰
、
考
妣
成
也
、
言
其
已
成

事
業
也
、
○
妣
者
媲
也
、
言
其
媲
助
父
美
也
、
姒
、
兄
婦
也
、
娣
、
弟
婦
也
」
。
前

掲
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
、
九
〇
頁
参
照
。

（
49
）　

前
掲
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
、
九
二
頁
。

（
50
）　

前
掲
『
嘉
徳
堂
規
模
帳
』
、
九
二
頁
。

（
51
）　

前
掲
三
浦
論
文
「
琉
球
に
お
け
る
家
礼
の
受
容
と
普
及
過
程
」
。
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